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旅
行
中
だ
と

宿
屋
の
准
世
帯
員
?!

調
査
事
項
は
８
項
目

と
っ
て
も
親
切
設
計

調
査
終
了
！

は
た
し
て
結
果
は
？

　

第
１
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
『
現
在

地
』
方
式
（
10
月
１
日
０
時
時
点
の
居
場

所
で
人
口
を
把
握
す
る
）
で
あ
っ
た
た
め
、

10
月
１
日
０
時
を
は
さ
ん
で
旅
行
中
の
人

は
、
泊
ま
っ
て
い
る
宿
屋
の
世
帯
員
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
ふ

だ
ん
の
状
況
を
回
答
し
て
い
た
だ
く
、

『
常
駐
地
』
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
間
違
い
な
く
！

　

第
１
回
の
調
査
事
項
は
、
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
８
項
目
と
シ
ン
プ
ル
で
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
の
要
請
に
よ
り
、
項
目
数

は
変
化
し
続
け
、
今
回
の
調
査
で
は
19
項

目
（
設
問
は
全
16
問
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
の
申
告
書
は
非
常
に
分
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す(

も
ち
ろ
ん
、

現
在
も
分
か
り
や
す
い
で
す
よ)

。
例
え
ば
、

上
部
に
は
国
勢
調
査
の
目
的
に
加
え
、

『
記
入
の
範
囲
』
『
記
入
の
注
意
』
、
各

欄
に
も
て
い
ね
い
な
記
入
心
得
が
書
か
れ

て
い
て
、
随
所
に
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
の
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ふ
り

が
な
は
漢
字
の
読
み
で
は
な
く
、
『
國
民

＝
ひ
と
び
と
』
『
生
活
＝
く
ら
し
か
た
』

『
世
帯
主
＝
う
ち
の
し
ゅ
じ
ん
』
な
ど
、

明
治
以
降
に
つ
く
ら
れ
た
熟
語
な
ど
当
時

な
じ
み
の
な
い
言
葉
を
一
般
住
民
が
理
解▲第１回国勢調査申告書

出典：国勢調査１００年
のあゆみ／総務省統計局

出典：総務省統計局

で
き
る
よ
う
に
言
い
換
え
て
い
ま
し
た
。

　

紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
第
１
回
国
勢
調
査

で
す
が
、
な
ん
と
か
調
査
も
終
了
し
、
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
戸
籍
で

は
人
口
５
７
６
２
万
人
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
国
勢
調
査
の
結
果
で
は
、
５
５
９

６
万
人
と
１
９
６
万
人
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
戸
籍
で
は
、
届
け
出
の
間
違
い
な

ど
が
あ
り
、
正
確
な
人
口
を
と
ら
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
人
口
構

造
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
い

う
点
で
も
不
十
分
で
し
た
。
国
勢
調
査
は
、

近
代
統
計
調
査
と
し
て
日
本
の
新
し
い
時

代
を
切
り
拓
い
て
く
れ
た
の
で
す
。
今
の

日
本
が
あ
る
の
も
国
勢
調
査
の
お
か
げ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

国勢調査の結果をデータで見てみよう

◆増え続けた日本の人口、ついに減少時代へ

◆１００年前は、２０人に１人でした

◆単独世帯が多くなっています

全国の人口、人口増減率の推移

６５歳以上人口とその割合

世帯数と１世帯あたりの人数
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日本の人口は第１回国勢調査以来増加し続け、５５年間で２倍にも達しましたが、前回の調査で初めての減

少となりました。平成２２年の調査と比べると、人口は９６万２６０７人減少しています。

第１回調査時、総人口の５．３％だった６５歳以上人口割合は、平成２７年調査では２６．６％と、１００年で

５倍以上になりました。４人に１人が高齢者の時代になっています。

１世帯当たりの人数は、昭和３０年までは約５人でしたが、その後下がり続けています。夫婦のみの世帯や

単独世帯の増加などにより縮小し、前回の調査では２．３６人となりました。

　日本の６５歳以上人口割合

は平成１７年以降、世界ナン

バーワンです。２位のイタリ

ア（２２．４％)を大きく離して

います。

　香美市の６５歳以上人口割

合は３７％。非常に高い数字

となっています。

人口(左目盛)

高度経済成長期 バブル
経済

５年間の増減率
(右目盛)

６５歳以上人口
(左目盛)

６５歳以上人口の割合
(右目盛)

　家族類型別割合で平成１２

年には２７．６％であった単独

世帯が、平成２７年には３４．

６％と全体の約３分の１にな

っていることが原因の一つと

なっています。その背景には、

前回調査で未婚割合が男女と

もに過去最高を記録したこと

などがあります。

※昭和２５年までは１０年ごとの結果

世帯数(左目盛)

１世帯あたりの人数
(右目盛)

１億人
突破!
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平成２７年調査で
人口増減率が初めて
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